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   学習支援室 矢崎 理恵 

 
平成27年度 文化庁日本語教育研究協議会(於：仙台） 

 
「外国人住民・日本人住民 共育ち日本語教室展開事業 

－日本語力評価の実践－ 

 
 





成り立ち 
 
・1979年、相馬雪香(当時67歳)が「インドシナ難民  
を助ける会」を設立 
    

「日本語がわからない！」 
「子どもが学校の勉強についていけない！」 
「経済的に苦しい！」 

⇒ボランティアによる日本語教育支援 

⇒子ども達のための学校教科学習支援開始 

⇒就学支援のための「生活支援プログラム」開始 
 



 

支援の対象 

 
「インドシナ難民」「条約難民」「第三国定住難民」 

「日系定住者」「中国帰国者」など 

日本に「定住」する外国出身者 

 

★「難民」は当面、自国に帰ることはできません。 

★「難民」は計画的に移住し、生活基盤を整えること 

  はできません。 



学習支援室 
 

ボランティアによる日本語教育支援、学校教科学習
支援 

  ⇒その「学び」が皆さんの自立や自己実現につながるなら 

  できる限り一緒にやってみましょう！ 

    

     ・毎週土曜日 午前10時から午後6時の間 

   ・固定ペア・学習者１人ボランティア１人の個別学習 

        ＋日本語教師ボランティア主導のグループ授業 

   ・「卒業」なし 

 

 
 

 



能力試験を受
けたい！ 

運転免許をとりたい！ 

編み物が好きだ
から、NHKの講座

の本が読めるよう
になりたい 

ピアノをやりたい！ 

ネイル試験を受けたい！ 

今度は仕事で 
CADが必要で・・・ 

ブログをやりたい 

簿記の勉強をしたい 
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文化庁委託事業は 
より学習機会が少なく 
学習継続が難しい方々 に対して 
手厚い支援を行うために実施している 





年度 
学習者 

学習の進め方 
学習状況把握 
能力判定（他者） 

学習記録 
能力判定（本人） 

修了後の 
学習継続 

Ｈ23年度 
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ワークシート等 継続者少ない 

Ｈ25年度 
初級学習者 
（同国者多し） 
★体験取り入れ 

個別ヒアリング 
個別アンケート 
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個別ヒアリング 
個別アンケート 

ワークシート等 
振り返りシート 

「私と日本語」    
シート 

継続者多い 
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【学習者・学習の進め方】 
 文化庁委託の「日本語教室」の継続 
 ⇒難民支援団体等での周知が数年かけて進む 
 ⇒本来期待していた支援対象者の参加増 

 
                           

            

       

国籍バラバラ 
通訳なしでは意思疎通が困難 
「初級レベル」から「導入期レベル」へ 

「教室内の体験」から「教室外の体験」へ 
「できる」から「とにかくやってみる」へ 

H22→H27 



年度 
学習者 

学習の進め方 
学習状況把握 
能力判定（他者） 

学習記録 
能力判定（本人） 

修了後の 
学習継続 

Ｈ23年度 
初級学習者 
（同国者多し） 
☆教室内体験 

個別アンケート ワークシート等 

Ｈ24年度 
初級学習者 
（同国者多し） 
☆教室内体験 

個別ヒアリング 
個別アンケート 

ワークシート等 継続者少ない 

Ｈ25年度 
初級学習者 
（同国者多し） 
★体験取り入れ 

個別ヒアリング 
個別アンケート 

ワークシート等 
振り返りシート 

継続者少ない 

Ｈ26年度 
導入期学習者 
（国籍バラバラ） 
★体験ベース 

母語別ヒアリング 
個別ヒアリング 
個別アンケート 

ワークシート等 
振り返りシート 

「私と日本語」    
シート 

継続者多い 

Ｈ27年度 
導入期学習者 
（国籍バラバラ） 
★体験ベース 

母語別ヒアリング 
個別ヒアリング 
個別アンケート 

（予定） 

未定 未定 



【学習状況把握・能力判定（他者）】 
 
平成23年度 個別アンケート実施（能力判定の意図なし） 

⇒いいコメントしか書かない 

 

平成24年度 通訳付き個別ヒアリング実施 

⇒やはりいいコメントが多い・会話能力は把握できるように 

 

平成26年度 （先輩住民）通訳付き母語別グループヒアリング実施 

⇒他者の発言をきっかけに一人一人の発言が増える・背景に共通
項が多いので話しやすい・学習や日本語使用の状況が見えてくる        

            

       

H22→H26 



     【実例・グループヒアリング】 

質問 「10月からの勉強で一
番記憶にあるのは？」 
 

先週のゴミの授業が良かった。日本
で生活するのに大切なこと。 

病院で使う日本語が分かるように
なった。 

職場でいじめられていたが、言い返
せるようになった。 

日本語が全く分からなかったが、少
しできるようになった。・・・・・・・・・・・ 
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【学習記録・能力判定（本人）】 
   
平成23・24年度  
教室で配布したワークシートのファイリング指示 
⇒やらない・できない 

 

平成25年度  
振り返りシート導入 
⇒「文化庁さんがやるように言っているから」という理由  
    でスタート 
⇒いまひとつ納得できないまま格闘 
 
 

H22→H25 



     【実例1-2】 

毎回の振り返りシート Ver.2 

●私の目標（より主体的に・・・） 

●今日のテーマ（指導者設定） 

●今日のゴール 

 できますか（開始時） （終了時） 

                        ◎ ○ △     ◎ ○ △ 

●今日勉強した言葉 

●今日の勉強はどうでしたか。 

 

●コメント（指導者側から） 



     【実例1-3】 

毎回の振り返りシート Ver.2 
●私の目標 

 日本語が話せること(確かに・・・）
●今日のテーマ（指導者設定） 

 「日本人といっしょに働く」 

●今日のゴール 

 ◎⇒○（力が落ちた？） 

●今日勉強した言葉 
 なに、どこ、いつ、だれ、なんじ、 

 どうやって 

●今日の勉強はどうでしたか。 

 ？？？(英語） 

時間をかけて記入する
ほどの内容だろうか？ 

現場で受ける印象と記
入内容に開きがある？ 



     【実例2-1】 

講座終了時の振り返りシート 
質問１  

このクラスであなたの目標は達成
できましたか？ 

 

質問２  

これからどんな日本語を勉強した
いですか？ 

 

質問３  

できますか？ 



     【実例2-2】 

講座終了時の振り返りシート 

質問１  

このクラスであなたの目標は達成できましたか？ 
「できました」「たくさん」「まあまあ／ままです／まあまあです」 

「かんじまあまあできました」「ちょっと」「ちょっと」「いいえまだまだ」「－」 

質問２  

これからどんな日本語を勉強したいですか？ 
「カタカナ」「かんじ」（2名）「かんじとにほんのうた」 

「びょういんのことば」「かいわ・ぶんぽう・かんじ」 

「メイク」「りょうりのことば」 

 

時間をかけて記
入するほどの 
内容だろうか？ 

現場で受ける印
象と記入内容に
開きがある？ 



コーディネーター、指導者、指導補助者にて平成25年 
   度の振り返りを行い、 
  平成26年度の「学習記録・自己能力評価」 について 
  検討を重ねた 
 

● 「生活上の行為」は、何語でも、文字が多くて難解 

● 教室の目標は「1人で行動できる勇気をもとう！」 

  としており、達成できるかどうかは二の次  

● ロールプレイの時間があるなら、学習にあてたい 

  やり方もよく分からない 

● 能力記述があっても、他所で活用されるか疑問 

H25おわり 



 

●新たに「私と日本語」シートを導入する 
  

   ・コース開始時に実施する  

 ・ニーズや日本語使用の実態を知るため 

 ・「自分について記述する」という練習のため 

H26 



     【実例3-1】 

「わたしと日本語」シート 
●日本語で自己紹介を書こう！ 

●ひらがな・カタカナ・漢字が読め 

 ますか。 

 （まだ・すこし・だいたい 読める） 

●日本人とよく話しますか。 

 はい（誰と？）・いいえ 

●今まで日本語で、誰とどんな話 

 をしましたか。 

●日本語が上手になったら、何を 

  したいですか。 



     【実例3-2】 

「わたしと日本語」 

 

質問３  日本人とよく話しますか。 
「はい」  4人（仕事で 3人 友達と 1人）   

「いいえ」 8人 

 

質問５  日本語が上手になったら、何をしたいですか。  
「しごと」3人「ほかのしごとしたい」「主人のビジネスを手伝いたいです」 

「学校の先生と話します」「買い物」「にほんじんとともだちになりたいです」 

「コミュニケーション」3人「フランスごのせんせいになりたい」 

本音が少し見えた？ 



 
●「振り返りシート」や「宿題」に、 
    「評価」目的につながる「しかけ」を盛り込む 
 ＊「今月日本人とどんな話をしたか」を書く 
 ＊誰でもいいので日本人に何か聞いてくる宿題 
 ＊他者からの評価を学習活動の中で受ける 
 
●「振り返りシート」は一つの（実）体験の経験後 
      に記入する 
  １月に１シート平均 
 

H26 



     【実例4-1】 

振り返りシート 
●＊月＊日から＊月＊日までの 

  テーマ 

●できますか 

（できない/まあまあできる/できる） 

   0       1       2 

●クラス以外で日本語が使えまし 

  たか？ 

（使えなかった/少し使えた/使えた） 

●その他、今月、クラス以外で、日 

  本人とどこで、どんな話をしまし 

  たか？ 



     【実例4-2】 

振り返りシート 

 
●11月8日から12月13日までの 

 テーマ 

  「安全に暮らそう！」 

 

●できますか 

  「できる」がほとんど 

  ⇒指導者評価とは大きく異なる 

 

●クラス以外で日本語が使えまし 

  たか？ 

（使えなかった/少し使えた/使えた） 
やはりいまひとつ？ 



     【実例5】 

おしゃべりメモ 

⇒他者評価の要素を加える 

 

●学習者と「おしゃべり」をしたボ 

 ランティアが記入 

 

●「気が付いたこと」を書く 

  ⇒学習者に返す 

例：あかるくてえがおがいいですね。
にほんがもっとすきになってください。
またあえたら、うれしいです。 
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【修了後の学習継続】 
学習支援室に移動する方⇒速やかな移行 
  他教室に移動する方⇒継続の具体的な手助け 
 

平成23年度～25年度 
学習支援室ですぐに入ることのできるクラスがなかった 
他教室は、教室リストに○をして渡しただけ 
 
平成26年度  
学習支援室で「継続クラス」をつくる⇒該当者は全員学習継続 
他教室は、彼等の身近にいる支援者と連絡をとってフォロー 
⇒何とか学習継続          

       



• 「評価」は、学習者にとっても指導者にとっても
「負担」の少ない形で行っていけばいいのではな
いか？ 

 

●学習活動の中に自然に自己評価や他者評 

     価が盛り込まれる一工夫 

  例 「わたしと日本語」（自己紹介の一部） 

     「おしゃべり⇒自分に対してのメッセージ」 

H27 



• 学習者のニーズやモーチベーションを適切に
把握するためには、学習者とコーディネー
ター・指導者が対話していくことの方がより大
切なのではないだろうか？ 

• 先輩学習者の助言も有意義なのではないだ
ろうか？ 

 

●「母語（通訳あり）による、グループでのヒアリ 

 ング」「日頃の雑談からの聞き取り」 

H27 



• 学習継続の原動力となるものは、「評価」以
上に「授業そのもの」なのではないか？ 

 

●「自身のニーズが日本語教室で満たされた」 

  「これまでできなかったことができた」 

  「認められた」    「モーチベーションが下がった 

  時に何かしらの手助けがあった」等感じられ 

  る授業により力を注ごう！ 

H27 



「困ったときは、おたがいさま」 
外国人住民も日本人住民も・・・ 

学習者と向き合って、教室活動を続けます！ 

 

社会福祉法人 さぽうと２１ 

http://support21.or.jp/ 


